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古
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は
じ
め
に

　
『
古
事
記
』
の
神
功
皇
后
に
関
す
る
伝
承
を
記
載
し
た
部
分
に
、
敦
賀
の

気
比
の
大
神
の
前
で
、
酒
を
献
じ
つ
つ
、
歌
っ
た
「
淫
楽
の
歌
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
御
酒
は
　
わ
が
御
酒
な
ら
ず
　
酒
の
司
　
常
世
に
坐
す
　
石
立
た

　
　
す
　
少
名
御
神
の
　
神
壽
き
　
壽
き
狂
ほ
し
　
豊
壽
き
　
壽
き
廻
し

　
　
献
り
来
し
御
酒
ぞ
　
あ
さ
ず
食
せ
　
さ
さ
（
記
・
3
9
）

そ
の
答
歌

　
　
こ
の
御
酒
を
　
醸
み
け
む
人
は
　
そ
の
鼓
臼
に
立
て
て
　
歌
ひ
つ
つ

　
　
醸
み
け
れ
か
も
　
舞
ひ
つ
つ
　
醸
み
け
れ
か
も
　
こ
の
御
酒
の
　
御
酒

　
　
の
　
あ
や
に
う
た
指
し
　
さ
さ
（
記
・
4
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
岩
波
書
店
よ
り
）

　
同
類
の
歌
は
『
日
本
圭
織
』
と
平
安
初
期
に
琴
歌
の
楽
譜
を
録
し
た
、
近

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

衛
家
所
蔵
の
『
琴
歌
譜
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
古
事
記
』
で
は
、
こ
の
二
首
の
歌
謡
を
「
思
者
酒
神
之
歌
里
」
と
記
さ

れ
、
『
琴
歌
譜
』
で
は
、
「
酒
淫
歌
」
と
名
付
け
て
い
る
。
『
古
事
記
』
の
場

合
は
、
酒
を
醸
し
奉
る
時
に
歌
う
も
の
、
『
琴
歌
譜
』
の
場
合
は
、
正
月
十

六
日
の
節
会
に
歌
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
野
宴
の
歌
と
し
て
、
か
な
り
古
く

か
ら
民
間
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
歌
の
構
成
（
長
歌
と

し
て
は
形
が
き
ち
ん
と
な
っ
て
い
な
い
し
、
難
詞
「
さ
さ
」
も
用
い
ら
れ
て

い
る
）
か
ら
見
て
、
口
論
伝
承
歌
の
色
彩
が
濃
く
、
祭
宴
の
時
に
踊
り
を
伴

っ
て
歌
う
舞
踊
歌
の
性
質
を
持
つ
。
『
古
事
記
・
中
巻
・
応
神
天
皇
』
の
条

に
「
献
其
大
御
酒
二
時
、
撃
口
鼓
為
伎
而
歌
日
…
…
」
と
記
さ
れ
、
御
酒
を

献
ず
る
時
の
儀
式
と
し
て
、
口
鼓
を
叩
き
、
歌
を
唄
う
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　
『
古
事
記
』
の
「
酒
事
の
歌
」
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
小
西
甚
一
氏
は
「
神
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ヨ
　

の
時
か
ら
伝
来
し
た
も
の
だ
と
し
て
、
酒
を
権
威
付
け
た
」
と
い
い
、
次
田

潤
氏
は
「
此
処
は
酒
を
挙
る
に
当
っ
て
、
其
の
酒
を
賛
美
し
て
少
名
彦
名
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

造
っ
て
授
け
ら
れ
た
御
酒
で
あ
る
と
詠
ま
せ
ら
れ
た
も
の
」
と
言
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
服
部
旦
氏
は
コ
方
が
酒
を
人
間
で
は
な
く
、
神
が
醸
し
た
も
の
と

み
て
「
こ
の
御
酒
は
わ
が
御
酒
な
ら
ず
」
と
歌
い
か
け
る
の
に
対
し
、
一
方

は
、
そ
の
酒
を
あ
く
ま
で
人
間
が
歌
舞
に
よ
っ
て
醸
し
た
も
の
と
答
え
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

い
う
、
対
立
的
な
構
造
を
持
っ
て
い
る
」
と
、
二
首
の
歌
謡
を
分
析
し
、
ま

た
「
酒
楽
の
歌
が
右
の
如
き
対
立
的
構
造
を
持
つ
の
は
、
そ
う
し
た
酒
を
醸

造
し
た
側
に
あ
る
者
が
、
そ
の
酒
を
勧
め
る
に
あ
た
っ
て
神
の
力
の
方
を
強

調
し
た
の
に
対
し
、
一
方
、
そ
の
饗
応
を
受
け
る
方
で
は
、
酒
造
者
の
努
力

の
方
を
称
讃
す
る
意
味
で
人
間
の
力
の
ほ
う
を
強
調
し
て
表
現
し
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
」
と
、
歌
謡
の
対
立
熱
構
造
の
原
因
を
説
明

し
て
い
る
。
実
地
調
査
に
基
づ
い
た
氏
の
分
析
は
有
力
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
、
私
は
む
し
ろ
歌
の
意
味
内
容
の
方
に
考
察
の
視
点
を
置
き
た
い
。

　
ま
ず
こ
の
二
首
の
歌
に
含
ま
れ
て
い
る
意
味
内
容
を
、
次
の
よ
う
に
概
括

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
1
）
こ
の
御
酒
は
、
私
が
醸
し
て
造
り
出
し
た
お
酒
で
は
な
く
、
常
世
の

　
　
　
国
（
不
老
長
寿
の
と
こ
ろ
）
に
い
る
初
め
て
お
酒
を
造
っ
た
神
様
、

　
　
　
少
玉
上
神
（
『
日
本
書
紀
・
崇
神
紀
』
で
は
大
物
主
神
と
な
っ
て
い

　
　
　
る
）
が
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
そ
の
神
が
祝
福
に
祝
福
を
尽
く
し
て
寄
越
し
て
く
れ
た
お
酒
で
あ
る

　
　
　
た
め
、
大
い
に
飲
も
う
と
勧
め
る
。
歌
の
後
半
部
に
「
神
壽
き
、
壽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
き
狂
ほ
し
、
呼
量
き
、
壽
き
廻
し
」
と
い
う
四
つ
の
言
葉
が
用
い
ら

　
　
　
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
祝
福
と
い
う
意
味
を
強
調
し
て
い
る
。

（
3
）
御
酒
と
そ
れ
を
醸
し
出
し
た
人
を
褒
め
讃
え
、
酒
を
飲
む
喜
び
を
歌

　
　
　
う
と
同
時
に
、
酒
の
醸
造
に
呪
術
的
要
素
が
あ
り
、
宗
教
の
儀
式
と

　
　
　
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
本
文
は
歌
に
含
ま
れ
る
こ
の
三
つ
の
意
味
層
を
め
ぐ
っ
て
、
韓
国
の
歌
謡
、

中
国
の
古
典
と
比
較
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

一一

@
「
噛
む
」
酒
造
り
か
ら
笑
酒
へ

　
酒
造
り
は
農
耕
文
化
に
起
源
し
て
い
る
。
和
歌
森
太
郎
氏
が
『
酒
が
語
る

日
本
史
』
（
河
出
書
房
新
社
・
昭
和
五
＋
四
年
＋
四
刷
）
と
い
う
著
書
の
中
で
、
「
日

本
で
も
、
今
か
ら
二
千
年
ほ
ど
前
、
稲
作
農
耕
を
中
心
に
す
る
弥
生
文
化
が

進
展
す
る
に
つ
れ
て
、
酒
と
い
う
も
の
を
知
り
、
こ
れ
を
積
極
的
に
つ
く
り

出
す
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
米
を
口
に
い
れ
て
、
カ
ミ
（
噛
）
カ

ミ
し
な
が
ら
、
カ
モ
（
醸
）
し
出
す
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
日
本

の
酒
造
り
の
濫
膓
を
推
測
し
て
い
る
。
『
風
土
記
逸
文
』
の
大
隅
国
に
は
、

村
の
男
女
が
集
ま
っ
て
、
米
を
噛
ん
で
酒
を
作
っ
た
話
が
載
っ
て
い
る
。

　
稲
作
技
術
の
日
本
へ
の
伝
来
は
、
考
古
学
の
考
察
に
よ
る
と
大
体
弥
生
文

化
時
代
前
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
最
初
の
酒
造
り
は
稲
作
農
耕
生

活
を
す
る
島
の
原
住
民
が
発
明
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
稲
作
技
術
の
伝
来

と
と
も
に
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
の
か
、
な
お
判
明
し
難
い
問
題
で
あ
る
。
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た
だ
し
、
『
日
本
紀
』
に
「
素
潜
鳴
尊
、
使
臼
摩
乳
手
摩
乳
、
醸
八
古
酒
、

恐
是
神
代
之
酒
、
而
未
知
並
製
。
降
監
所
醸
酒
者
、
豊
里
天
皇
之
朝
、
百
済

国
人
来
、
傳
其
法
　
。
」
と
記
載
さ
れ
、
『
古
事
記
』
応
神
天
皇
の
条
に
も
「
又

秦
造
之
祖
、
漢
直
之
祖
、
及
知
醸
酒
人
、
名
仁
番
、
亦
名
須
須
許
理
等
参
渡

来
也
。
故
、
是
立
后
二
障
、
醸
大
御
酒
以
献
。
於
是
天
皇
、
宇
羅
宜
所
献
之

大
御
酒
而
御
歌
日
、
須
須
許
理
が
醸
み
し
御
酒
に
　
我
酵
ひ
に
け
り
　
事
無

産
　
笑
酒
に
　
我
酔
ひ
に
け
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
に
よ

れ
ば
、
日
本
の
上
代
に
は
原
始
的
な
酒
造
法
が
存
在
し
て
い
た
が
、
後
に
須

包
隠
理
と
い
う
渡
来
人
が
「
笑
酒
」
と
い
う
美
酒
を
醸
し
出
し
て
献
上
し
、

そ
の
酒
造
法
を
伝
え
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
森
太
郎
氏
は
こ
の
須
須
許
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
大
陸
の
帰
化
人
だ
と
み
な
し
て
い
る
が
、
倉
野
憲
司
氏
が
校
注
し
た
『
古

事
記
』
の
頭
注
に
よ
る
と
「
姓
氏
録
右
京
皇
別
、
酒
部
公
の
条
に
「
大
里
鶉

天
皇
御
代
、
従
韓
国
参
来
人
、
兄
曽
々
保
利
、
薮
陰
々
保
利
二
人
、
天
皇
勅
、

有
何
才
。
皆
有
造
酒
之
才
。
令
造
御
酒
。
云
々
」
と
あ
る
曽
々
保
利
（
ス
ス

ホ
リ
）
と
、
時
代
は
ず
れ
て
い
る
が
似
た
名
前
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
、
曽
々

保
利
（
ス
ス
ホ
リ
）
と
須
廃
立
理
（
ス
ス
コ
リ
）
は
、
発
音
が
似
て
当
て
字

が
違
う
韓
国
参
来
人
で
あ
る
。
「
魏
志
・
東
夷
伝
」
高
句
麗
条
に
「
高
句
麗

国
、
其
人
潔
清
自
喜
。
善
藏
醸
。
」
と
記
さ
れ
、
韓
国
の
酒
造
り
の
歴
史
の

古
さ
を
伝
え
て
い
る
。
魚
駆
落
は
そ
の
著
書
『
朝
鮮
の
民
俗
文
化
と
源
流
』

（
即
成
社
一
九
八
一
年
）
の
中
で
「
仁
番
は
百
済
人
で
、
こ
う
じ
に
よ
る
醸
造

法
を
伝
達
（
二
七
〇
～
三
一
二
年
）
し
て
後
世
に
酒
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
」

と
考
察
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
須
須
許
理
が
大
陸
の
帰
化
人
と
い
う
よ
り
、

朝
鮮
半
島
の
百
済
か
ら
日
本
に
渡
っ
た
醸
酒
師
だ
と
い
っ
た
方
が
適
切
で
あ

ろ
う
。
ち
な
み
に
百
済
の
か
つ
て
の
都
は
扶
籐
で
あ
る
。
そ
の
近
辺
は
今
も

酒
の
産
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

　
悪
金
許
理
は
笑
酒
を
醸
し
出
し
た
百
済
の
「
造
酒
之
才
」
で
あ
る
。
『
古

事
記
』
の
「
邑
楽
の
歌
」
に
出
て
く
る
少
名
御
神
は
、
日
本
の
酒
造
り
の
神

だ
と
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
、
米
を
噛
み
噛
み
し
て
酒
を

醸
す
と
い
う
日
本
の
固
有
か
も
し
れ
な
い
醸
造
法
に
、
新
し
く
外
来
の
方
法

が
入
っ
て
き
た
こ
と
の
由
縁
を
応
神
天
皇
の
条
で
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
裏
付
け
と
し
て
は
『
本
朝
軍
令
』
の
次
の
よ
う
な
記
述
が
挙
げ
ら

れ
る
。
「
鷹
神
天
皇
之
代
、
百
済
三
業
塁
上
利
、
人
名
酒
公
、
常
葉
、
始
習
二

造
酒
之
事
一
、
以
往
之
世
、
未
レ
知
二
醸
酒
之
道
一
、
但
殊
有
二
造
酒
理
法
｝
、

上
古
之
代
、
口
中
囎
レ
米
吐
二
納
木
単
一
、
経
レ
四
二
酸
、
名
之
為
レ
醜
、
故
今

世
謂
二
醸
レ
酒
為
一
レ
囎
、
是
其
法
也
」
。
こ
こ
で
は
「
噛
む
酒
」
か
ら
「
笑
酒
」

へ
の
酒
醸
法
の
変
遷
を
記
さ
れ
て
い
る
。
「
玉
酒
」
と
い
う
こ
の
新
し
く
入

っ
て
き
た
外
来
の
醸
造
法
に
つ
い
て
は
、
韓
国
の
学
者
鄭
大
聲
氏
は
「
朝
鮮

で
発
明
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
中
国
大
陸
由
来
の
技
術
を
百
済
の
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
日
本
に
直
接
伝
え
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う

す
る
と
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
外
来
の
酒
醸
法
の
発
祥
地
は
実
に
中
国
に
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
「
酒
楽
の
歌
」
を
考
察
す
る
場
合
に
、

日
本
、
韓
国
、
中
国
と
い
う
連
帯
関
係
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
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三
　
韓
国
の
「
勧
酒
歌
」
と
中
国
の
『
詩
経
』

　
韓
国
の
古
書
『
三
国
史
記
・
百
済
本
紀
巻
五
武
王
命
』
に
「
三
十
七
年
春

三
月
、
王
は
臣
下
を
左
右
に
従
へ
、
洒
混
河
の
北
浦
に
宴
を
開
け
り
。
両
岸

に
は
、
奇
巌
怪
石
の
そ
そ
り
立
ち
、
そ
の
間
に
間
に
植
は
っ
た
奇
花
曇
草
が

見
え
隠
れ
、
恰
も
画
の
如
き
様
で
あ
っ
た
。
王
は
し
き
り
に
酒
を
求
め
、
酔

ひ
て
は
悦
に
入
り
、
自
ら
興
じ
て
鼓
を
打
ち
、
琴
を
弾
き
、
声
高
ら
か
に
歌

を
歌
へ
ば
、
従
者
は
入
れ
替
り
立
ち
替
り
て
舞
い
を
舞
ひ
た
り
。
時
に
世
人

は
こ
の
場
を
大
王
浦
と
称
せ
り
…
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
王
が
声
高
ら
か

に
歌
っ
た
歌
は
、
何
の
歌
で
あ
ろ
う
か
。
明
ら
か
で
な
い
が
、
韓
国
の
「
勧

酒
薬
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

舞
ひ
つ
つ

こ
の
一
杯
を
傾
け
ば

南
山
の
寿
を
保
つ
よ

且
つ
こ
の
酒
は

普
通
の
酒
に
有
ら
ず

昔
漢
武
帝
が
承
露
盤
に

取
り
し
酒
な
り

遊
ば
ん
　
遊
ば
ん

若
き
時
遊
ば
ん

花
な
く
十
月
に
紅
葉
す

月
も
盈
つ
れ
ば

欠
く
る
な
ら
む

人
生
は
僅
か
な
り

業
終
わ
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誰
も
一
杯
を
傾
け
よ

　
こ
の
歌
は
い
つ
頃
の
作
品
で
あ
る
か
、
定
か
で
は
な
い
が
、
内
容
を
見
る

と
、
や
は
り
酒
を
飲
ん
で
楽
し
み
、
長
寿
を
祝
福
す
る
と
い
う
よ
う
な
内
容

が
詠
ま
れ
て
い
る
。
「
魏
志
・
東
夷
伝
」
に
は
、
韓
国
の
古
代
の
風
習
を
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
わ

の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
常
に
五
月
を
以
て
種
を
下
ろ
し
詑
り
、
鬼

神
を
祭
り
、
群
聚
し
て
、
歌
舞
し
、
酒
を
飲
み
で
、
昼
夜
休
む
無
し
。
そ
の

舞
は
、
数
十
人
と
も
に
立
ち
て
相
随
い
、
地
を
踏
み
て
低
昴
す
。
手
足
相
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
う
こ
う
お
わ

じ
、
節
奏
は
（
中
国
の
）
鐸
舞
に
似
た
る
あ
り
。
十
月
に
農
功
畢
る
時
も
、

亦
た
復
た
之
の
如
し
。
鬼
神
を
信
じ
、
国
邑
に
は
各
々
一
人
を
立
て
て
天
神

を
主
祭
せ
し
む
。
こ
れ
を
天
君
と
名
づ
く
」
。
韓
国
の
学
者
金
思
謹
氏
の
考

察
に
よ
る
と
「
韓
国
の
古
代
に
「
頬
祷
歌
」
が
あ
っ
て
、
朝
・
祭
・
宴
享
の

時
に
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
「
三
岳
歌
」
と
称
す
る
国
初
の

歌
曲
は
、
一
貫
し
て
中
国
の
例
に
な
ら
い
、
詩
形
も
『
詩
経
』
の
雅
・
頒
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

模
範
と
し
て
い
る
」
。
し
か
し
、
こ
の
「
頬
祷
歌
」
は
韓
国
の
古
代
文
献
が

大
部
散
較
し
た
た
め
、
な
か
な
か
見
付
か
ら
な
い
が
、
右
に
掲
げ
た
韓
国
の

歌
謡
は
、
た
と
え
そ
れ
ほ
ど
古
い
も
の
で
な
く
て
も
、
「
頬
襲
撃
」
の
伝
統
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を
受
け
継
ぎ
、
「
頬
祷
歌
」
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
も
こ
の
歌
謡
は
明
ら
か
に
中
国
の
古
典
を
踏
ま
え
て
い
る
。
ま
ず
「
且
つ

こ
の
酒
は
　
普
通
の
酒
に
有
ら
ず
　
昔
々
丁
丁
が
承
露
盤
に
　
取
り
し
酒
な

り
」
の
中
の
「
承
露
盤
」
は
、
漢
の
武
帝
に
関
す
る
伝
説
に
よ
る
の
も
の
で

あ
る
。
漢
の
武
帝
が
宮
中
に
銅
で
造
っ
た
盤
を
置
い
て
、
天
か
ら
降
る
露
を

受
け
、
そ
れ
に
宝
玉
の
粉
を
混
ぜ
て
飲
め
ば
仙
人
に
な
れ
る
と
信
じ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
信
仰
は
『
山
海
経
』
に
も
出
て
く
る
。
「
二
番
に
甘
露
が
降
り
、

人
常
に
こ
れ
を
飲
む
。
諸
沃
の
野
、
揺
山
の
民
、
甘
露
之
を
飲
み
、
半
寿
者

八
百
才
」
。
そ
し
て
『
太
平
御
覧
』
の
引
く
『
王
子
年
中
遺
墨
』
に
も
「
昆

器
山
に
甘
露
有
り
、
之
を
望
め
ば
色
は
丹
の
如
く
、
木
石
に
着
け
ば
則
ち
咬

然
と
し
て
霜
雪
の
如
く
、
宝
器
之
を
承
れ
ば
飴
の
如
し
。
人
君
聖
徳
則
ち
下

る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
歌
謡
の
作
者
は
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
故
事
を
熟
知

し
て
、
作
品
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
こ
の
歌
謡
の
中
の
「
南

山
の
寿
を
保
つ
よ
」
も
、
明
ら
か
に
中
国
の
『
詩
経
』
の
「
南
山
の
寿
の
如

く
、
寒
…
け
ず
崩
れ
ず
」
（
「
小
雅
・
天
保
」
）
と
い
う
詩
句
を
取
っ
て
い
る
。

　
韓
国
の
学
者
許
南
麟
氏
は
「
朝
鮮
の
民
謡
と
民
話
」
と
い
う
論
文
（
『
歴
史

学
研
究
』
の
別
冊
「
朝
鮮
史
の
諸
問
題
」
特
集
号
（
一
九
五
三
年
七
月
）
）
の
中
で
、
次

の
よ
う
な
「
勧
早
歌
」
を
引
用
し
て
い
る
。

不
老
草
を
以
て
酒
を
作
り

　
　
　
　
そ
そ

万
年
盃
に
滴
ぎ
ま
し
た

盃
を
挙
げ
て

召
し
上
が
る
た
び
に

南
山
の
寿
を
祈
り
ま
す

万
寿
無
彊
に
渡
ら
れ
ま
し
ょ
う

　
こ
の
歌
謡
の
中
の
「
南
山
の
寿
を
祈
り
ま
す
」
も
、
同
じ
く
『
詩
経
』
の

詩
句
を
典
故
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
中
国
詩
歌
の
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
『
樂
府
詩
集
』
（
宋
・
彩
陶
情
編
）
の
「
三
遍
酒
」
に
も
「
千
官
奉
膓
、

南
山
永
固
、
地
久
天
長
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。

　
韓
国
の
歌
謡
は
中
国
の
伝
説
、
『
詩
経
』
な
ど
の
詩
句
を
典
故
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
は
ま
た
『
古
事
記
』
の
「
吉
夢
の
歌
」

と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
両
方
と
も
「
勧
酒
醤
」
で
、
祝

賀
の
踊
り
と
豊
良
き
の
内
容
が
も
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
表
現
に
お
い
て

は
「
舞
い
つ
つ
」
、
「
こ
の
酒
は
普
通
の
酒
に
有
ら
ず
」
、
「
遊
ば
ん
　
遊
ば
ん
」

な
ど
は
、
「
酒
楽
の
歌
」
の
「
舞
ひ
つ
つ
」
、
「
わ
が
御
酒
な
ら
ず
」
、
「
あ
や

に
う
た
評
し
」
と
類
似
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
の
「
酒
楽
の
歌
」
は
韓
国
の
「
勧
酒
事
」
と
類
似
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
韓
国
の
「
勧
酒
歌
」
は
そ
の
表
現
の
出
典
が
中
国
の
伝

説
と
『
詩
経
』
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
古
代
に
お
け
る
三

国
の
酒
文
化
の
繋
が
り
を
物
語
っ
て
い
る
。
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四
　
中
国
の
酒
造
り
と
伝
説

　
中
国
の
酒
造
り
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
古
塔
に
記
載
さ
れ
て
い
る
説
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　
て
　
き
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ろ
う

三
つ
あ
る
。
そ
の
一
は
秦
漢
頃
の
『
吉
和
』
に
「
儀
狭
始
め
て
三
層
（
濁
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
つ

酒
）
を
作
っ
て
五
味
を
変
じ
、
少
康
（
杜
康
）
は
市
（
も
ち
あ
わ
）
酒
を

作
る
」
（
『
初
学
記
』
二
六
酒
所
引
）
と
の
説
で
、
儀
独
は
夏
の
時
代
の
伝
説
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
す
め

の
人
物
で
あ
る
。
『
戦
国
策
』
に
「
昔
、
帝
の
女
、
儀
秋
を
し
て
酒
を
作
ら

し
め
、
し
か
し
て
美
酒
な
り
。
こ
れ
を
禺
に
進
む
。
禺
、
飲
み
で
こ
れ
を

う
ま
し
甘
と
す
る
も
、
つ
い
に
儀
狭
を
疎
ん
じ
、
甘
酒
を
絶
つ
。
曰
く
、
後
世
、

か
な
ら
ず
酒
を
以
て
そ
の
国
を
滅
ぼ
す
白
あ
り
。
」
と
い
う
物
語
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
後
漢
末
の
孔
融
の
「
与
曹
操
論
酒
禁
書
」
（
『
孔
北
海
集
』
）

に
「
尭
は
千
鍾
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
太
平
を
建
つ
る
無
し
」
と
あ
る
か
ら
、

尭
の
時
に
は
じ
ま
っ
た
も
の
で
、
禺
の
時
世
で
は
な
い
、
と
も
い
う
。
そ
の

二
は
、
『
神
農
本
草
』
に
「
酒
味
は
苦
く
甘
く
辛
く
、
大
熱
に
し
て
毒
有
り
」

と
酒
の
性
味
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
『
黄
帝
内
旨
』
に
も
酒
が
病
を
起

す
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
酒
は
神
農
・
黄
帝
の
時
代
に
す
で
に
あ
っ

た
も
の
で
、
儀
狭
に
始
ま
る
の
で
は
な
い
、
と
の
説
で
あ
る
。
そ
の
三
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
え
ん

『
晋
書
・
天
文
二
上
』
に
「
軒
猿
（
星
）
の
右
角
の
南
の
三
星
を
、
酒
旗
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

日
う
。
昇
官
の
旗
な
り
。
宴
饗
飲
食
を
主
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
酒
の

始
ま
り
は
天
地
の
始
ま
り
と
も
に
あ
る
、
と
の
説
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
は
、

ど
ち
ら
も
考
証
に
足
り
ぬ
伝
説
で
、
信
軽
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『
古
事
記
」
の
少
名
御
神
の
場
合
と
同
じ
く
、
中
国
も
酒
造
り
の
由
来
を
伝

説
上
の
人
物
に
設
定
し
、
神
話
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
に
両
者
の
類
似
が
み
ら

れ
る
。

　
中
国
の
酒
造
り
の
始
ま
り
は
、
い
つ
頃
な
の
か
、
な
か
な
か
は
っ
き
り
と

断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
紀
元
前
二
千
年
以
上
の
竜
山
文
化
の
遺
跡

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
酒
器
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
約
四
千
年
も
前
か
ら
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
れ
い
　
　
つ
く

に
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
尚
書
・
説
命
篇
』
に
「
若
し
酒
醗
を
作
ら
ば
、

な
ん
じ
　
　
こ
　
　
き
く
げ
つ

爾
に
怠
れ
麹
藁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
股
の
時
代
に
、
紺
王
が
「
酒
を
以

て
池
と
為
し
、
肉
を
縣
し
て
林
と
為
し
て
、
長
夜
の
飲
を
為
す
」
と
い
う
『
史

記
』
の
記
載
が
あ
り
、
そ
し
て
周
の
時
代
の
錬
磨
が
股
の
遺
民
を
戒
め
る
た

め
に
わ
ざ
わ
ざ
「
酒
詰
」
（
『
尚
書
』
）
を
作
っ
た
こ
と
、
ま
た
近
代
出
土
さ
れ

た
殿
の
時
代
の
文
物
に
酒
器
が
極
め
て
多
い
な
ど
の
点
か
ら
見
て
、
当
時
酒

造
り
と
飲
酒
の
風
潮
が
か
な
り
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、

中
国
に
お
け
る
酒
造
り
の
歴
史
は
、
股
の
時
代
の
前
に
既
に
発
生
し
た
と
推

測
で
き
る
。
『
詩
経
・
字
並
・
七
月
』
と
い
う
詩
に
「
十
月
穫
レ
稲
　
為
二
此

春
酒
　
　
以
介
恥
丘
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
但
し
、
股
は
北
方
に
栄
え
た

　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
　
　
　
し
よ
く

国
で
、
当
時
の
農
作
物
に
は
稲
よ
り
、
黍
、
稜
、
（
き
び
、
高
梁
）
麦
、

し
ゅ
く
救
、
（
豆
の
総
称
）
麻
と
い
う
五
穀
の
記
載
が
多
く
、
そ
の
う
ち
、
黍
、
稜

は
最
も
重
要
な
農
作
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
『
詩
経
』
に
出
て

く
る
「
翌
翌
重
穆
」
（
う
る
ち
き
び
、
も
ち
き
び
、
お
く
て
、
わ
せ
）
」
（
「
幽

風
・
七
月
」
、
「
魯
頬
・
悶
宮
」
）
、
「
下
説
方
所
」
（
「
小
母
・
出
車
」
）
、
「
黍
一
見
重
々

曾
孫
之
稿
　
以
為
二
酒
食
一
興
二
選
　
賓
一
寿
考
万
年
目
（
も
ち
き
び
、
う
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る
ち
き
び
が
ふ
さ
ふ
さ
と
み
の
る
。
み
す
ゑ
取
り
入
れ
、
以
て
酒
を
作
り
、

食
を
作
り
、
か
た
し
ろ
と
お
客
様
に
す
す
む
れ
ば
、
命
長
く
万
歳
な
り
）
（
「
小

雅
・
信
南
山
」
）
、
「
或
転
落
好
　
黍
稜
莚
々
」
（
も
ち
き
び
、
う
る
ち
き
び
が
ふ

さ
ふ
さ
と
生
い
茂
り
、
今
年
も
豊
年
な
る
か
な
）
（
『
小
米
・
甫
田
』
）
な
ど
、

い
ず
れ
も
黍
、
稜
の
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
股
の
酒
造
り
の
原
料

は
稲
米
の
ほ
か
に
、
黍
、
稜
、
麦
、
寂
の
比
重
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
米

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
酒
は
、
古
代
に
お
い
て
「
清
酒
」
と
「
濁
酒
」
と
呼
ば

れ
、
し
か
も
南
方
に
多
い
。
酒
の
名
前
と
種
類
か
ら
見
て
、
日
本
の
酒
は
恐

ら
く
中
国
南
方
の
そ
れ
と
同
じ
ル
ー
ツ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
「
清
酒
」
、
「
濁
酒
」
の
原
料
は
米
を
主
と
す
る
の
で
、
そ
の
発
祥
地
は
江

南
地
方
の
可
能
性
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
稲
作
技
術
が
朝
鮮
半

島
、
さ
ら
に
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
い
つ
頃
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
朝
鮮

の
場
合
は
資
料
が
見
付
か
ら
な
い
た
め
、
判
明
で
き
な
い
が
、
日
本
へ
の
伝

来
は
、
今
ま
で
の
考
証
で
は
大
体
弥
生
文
化
時
代
以
前
で
あ
る
。
そ
の
経
路

に
つ
い
て
は
、
先
学
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
大
体
次
の
よ
う
な
三
つ
で
あ
る
。

（
1
）
華
南
、
華
中
方
面
か
ら
台
湾
・
琉
球
を
経
て
、
南
九
州
に
至
る
も
の
。

（
2
）
華
南
、
華
中
か
ら
華
北
へ
伝
わ
っ
た
も
の
が
朝
鮮
半
島
を
経
て
北
九

州
に
至
る
も
の
。

（
3
）
華
南
、
華
中
か
ら
海
路
朝
鮮
半
島
に
伝
わ
っ
た
も
の
が
そ
こ
か
ら
北

　
　
　
　
　
　
あ
　

九
州
に
至
る
も
の
。

　
中
国
の
稲
は
大
体
南
方
型
と
北
方
型
と
に
分
け
ら
れ
る
。
南
方
型
の
米
は

　
　
　
　
も
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぎ

細
長
く
、
籾
の
上
の
毛
が
短
く
、
芒
が
な
い
。
粘
度
が
低
く
、
パ
サ
パ
サ
し

て
い
る
。
北
方
型
の
米
は
丸
味
を
持
ち
、
籾
の
上
の
毛
が
長
く
、
芒
を
持
っ

て
い
る
。
粘
度
が
あ
り
、
よ
く
固
ま
る
。
日
本
の
米
は
中
国
の
北
方
の
米
と

似
て
い
る
。
し
か
し
、
北
方
の
稲
生
産
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
そ
の
最
初
は
や

は
り
南
方
か
ら
伝
来
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
南
方
の
普
通

栽
培
し
て
い
る
稲
で
は
な
く
、
早
生
稲
で
あ
る
。
早
生
稲
は
気
温
の
よ
り
低

い
北
方
の
自
然
環
境
に
も
植
え
ら
れ
る
。
そ
の
早
生
稲
が
華
北
、
東
北
、
朝

鮮
半
島
を
経
て
、
さ
ら
に
日
本
に
伝
来
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
酒
造
り
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
王
績
が
書
い
た
『
酒
淫
』
と
い
う
本
に
「
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
ろ
う

桑
の
械
飯
（
酸
っ
ぱ
く
な
っ
た
飯
）
、
醸
す
に
稜
麦
を
以
て
し
、
以
て
醇
膠

を
成
す
は
、
酒
の
始
め
な
り
」
と
記
載
さ
れ
、
『
説
文
』
に
も
「
酒
の
白
き
、

こ
れ
を
「
艘
」
と
い
う
」
と
あ
る
。
『
北
山
酒
煮
・
巻
上
』
に
よ
る
と
「
酸
」

と
は
七
飯
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
「
酸
」
と
は
老
い
る
こ
と
で
あ
る
。
飯
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ず

老
い
れ
ば
、
す
な
わ
ち
壊
れ
（
て
酸
っ
ぱ
く
な
）
る
。
飯
が
壊
れ
（
て
酸
っ

ぱ
く
な
ら
）
な
け
れ
ば
、
酒
は
甘
く
な
ら
な
い
」
。
『
万
葉
集
』
に
「
味
飯
米

水
ホ
醸
成
…
…
」
（
巻
＋
六
・
三
八
一
〇
）
と
い
う
歌
が
あ
る
。
「
味
飯
」
は
「
う

ま
い
ひ
」
と
訓
読
し
て
い
る
が
、
私
は
こ
れ
を
「
画
竜
」
と
い
う
意
味
に
取

り
た
い
。
こ
の
「
艘
飯
」
、
言
い
換
え
れ
ば
「
甘
味
の
飯
」
を
水
に
醸
せ
ば

酒
と
な
る
。
こ
れ
が
恐
ら
く
原
歌
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
そ
し
て
『
播

磨
風
土
記
・
比
治
の
里
の
項
』
に
「
大
神
（
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
）
の

　
か
れ
い
い

御
乾
飯
が
濡
れ
て
カ
ビ
が
生
え
た
。
す
な
わ
ち
、
酒
を
醸
さ
せ
、
そ
れ
を
庭

　
　
　
　
た
て
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
れ
い
い

酒
と
し
て
献
っ
て
酒
宴
を
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
御
乾
飯
が
濡
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
は
ん

て
カ
ビ
が
生
え
た
」
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
「
稜
飯
」
、
或
い
は
壊
飯
の
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こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
中
国
と
日
本
は
、
両
方
と
も
古
代
の
酒
醸

法
の
一
つ
に
「
夕
飯
」
か
ら
酒
を
醸
す
と
い
う
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

認
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
　
五
　
「
淫
楽
の
歌
」
と
中
国
文
学

　
ま
ず
こ
の
二
首
の
歌
謡
の
題
名
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
節
に
も
ふ
れ

た
よ
う
に
『
古
事
記
』
で
は
、
神
功
皇
后
の
歌
と
そ
の
答
歌
を
「
論
者
酒
楽

之
歌
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
酒
楽
之
歌
」
と
い
う
歌
名
の
漢
字
の
表
記

は
、
中
国
の
古
籍
に
そ
の
出
典
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
後
漢
書
・
史

弼
傳
』
に
「
酒
楽
内
感
、
出
入
無
常
。
」
と
記
さ
れ
、
『
荘
子
・
漁
父
』
に
「
飲

酒
以
レ
楽
為
レ
主
」
と
強
調
し
て
い
る
。
『
詩
経
』
に
も
「
楽
二
酒
今
夕
一
、
君

子
維
宴
」
（
「
小
品
．
類
弁
」
）
、
「
王
在
在
レ
錦
、
飲
レ
酒
楽
山
豆
」
（
「
小
弓
．
魚
藻
」
）
、

「
君
子
有
酒
、
嘉
賓
式
燕
握
握
」
（
「
小
雅
・
南
有
嘉
魚
」
）
と
い
う
詩
句
が
見

　
　
　
　
レ

え
る
。
さ
ら
に
『
張
説
・
雇
従
章
嗣
立
山
荘
子
鷹
首
里
』
に
は
，
「
地
幽
天
馬

治
、
酒
楽
御
掃
初
。
」
と
あ
る
。
「
高
津
之
歌
」
の
表
記
は
、
恐
ら
く
歌
謡
が

先
に
民
間
に
伝
わ
れ
て
、
後
に
『
古
事
記
』
の
編
者
が
こ
の
歌
謡
を
本
に
編

入
す
る
と
き
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
古
代
詩
集
『
樂
府
詩

集
』
の
中
に
「
飲
料
遊
歌
」
、
「
上
寿
酒
歌
」
な
ど
が
あ
り
、
同
類
の
県
名
だ

と
思
わ
れ
る
。

　
次
に
歌
の
発
想
と
内
容
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　
本
論
の
第
一
節
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
「
酒
田
の
歌
」
の
意
味
内
容
は
、
（
1
）

酒
造
り
が
神
と
関
係
す
る
。
（
2
）
壽
の
た
め
に
飲
む
。
（
3
）
酒
の
醸
造
に

呪
術
的
作
用
が
認
め
ら
れ
、
宗
教
儀
式
と
関
係
す
る
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
ま
ず
、
酒
造
り
と
神
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
「
酒
楽
の
歌
」
で
は
御
酒
を

　
　
　
　
　
く
し
　
　
　
　
と
こ
よ
　

い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
く
な
み
か
み

造
っ
た
人
を
「
酒
の
司
　
常
世
に
坐
す
　
石
立
た
す
　
一
名
御
神
」
だ
と
設

　
　
　
　
　
　
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し

定
し
て
い
る
。
「
酒
の
司
」
の
「
酒
」
に
つ
い
て
は
、
契
沖
は
「
奇
」
と
注

し
て
、
奇
異
の
神
の
意
に
と
り
、
本
居
宣
長
は
「
薬
之
神
な
り
し
だ
と
見
て

い
る
（
『
本
居
宣
長
全
集
第
』
＋
一
巻
四
二
七
ペ
ー
ジ
、
よ
り
）
。
実
は
こ
の
両
者
の

解
釈
の
拠
り
所
は
、
中
国
の
酒
に
関
す
る
信
仰
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
酒
の

奇
異
的
な
効
能
に
つ
い
て
は
、
『
晋
書
・
七
五
・
王
枕
伝
』
に
「
三
日
酒
を

飲
ま
ざ
れ
ば
、
形
と
神
　
と
復
た
相
い
親
し
ま
ざ
る
を
覚
ゆ
」
記
さ
れ
、
酒

の
薬
的
作
用
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
・
食
貨
志
下
』
に
「
酒
は
百
薬
の
長
」

と
あ
り
、
『
黄
帝
内
宴
素
問
・
四
』
に
「
其
の
〔
容
〕
色
の
見
の
浅
き
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
さ
ど

（
病
の
軽
い
も
の
）
は
、
湯
平
（
五
穀
の
清
液
）
治
を
早
り
、
十
日
に
し

て
已
む
。
（
中
略
）
其
の
見
の
大
い
に
深
き
も
の
（
病
の
重
い
も
の
）
は
、
膠

　
　
　
つ
か
さ
ど

酒
治
を
主
り
、
百
日
に
し
て
已
む
。
」
と
、
酒
で
病
気
を
治
療
す
る
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
な
み
か
み

　
「
酒
楽
の
歌
」
の
中
で
、
酒
造
り
の
神
で
あ
る
少
名
御
神
の
修
飾
語
と
し

　
　
と
こ
よ
　
い
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
こ
よ

て
「
常
世
に
坐
す
　
石
立
た
す
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
「
常
世
」

は
永
久
不
変
の
意
で
、
不
老
不
死
の
楽
土
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
の
歌
に
も

よ
く
出
て
く
る
。
例
え
ば
「
…
…
わ
が
国
は
常
世
に
な
ら
む
…
…
」
（
巻
一
・

五
＋
）
、
「
吾
妹
子
は
常
世
の
国
に
住
み
け
ら
し
む
か
し
嬉
し
よ
り
変
若
ち
ま
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久富孫

し
に
け
り
L
（
巻
四
・
六
五
〇
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
「
石
立
た
す
」
で
あ
る
。
釈
日
本
紀
で
は
「
私
記
日
。
言
如

石
之
立
（
石
の
立
つ
が
如
き
な
る
を
い
ふ
ご
と
解
釈
さ
れ
、
契
沖
は
、
変

ら
ず
お
い
で
に
な
る
意
だ
と
見
て
、
宣
長
は
、
神
名
帳
に
、
能
登
の
国
羽
咋

の
郡
、
「
大
穴
持
像
石
神
社
」
や
能
登
の
郡
「
宿
那
彦
神
像
石
神
社
」
の
名

が
あ
る
か
ら
、
大
穴
持
神
と
共
に
、
国
作
り
の
神
と
し
て
、
石
像
に
刻
ん
で

路
傍
に
立
て
て
み
た
の
で
、
斯
う
い
っ
た
の
だ
（
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
＋
一
巻

四
二
七
ペ
ー
ジ
）
と
判
断
し
て
い
る
。
実
は
神
と
石
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
中

国
の
古
代
に
そ
の
信
仰
の
起
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
股
の
時
代

で
は
祭
祀
の
場
で
あ
る
祠
、
社
に
石
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
『
潅
南
子
・
斉

俗
懐
』
に
「
下
人
之
礼
、
其
社
用
レ
石
。
」
と
記
さ
れ
、
『
周
礼
』
に
「
社
之

主
、
蓋
用
レ
石
工
レ
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
古
代
で
は
、
石
を
神

の
媒
体
、
神
の
依
り
亡
く
依
り
し
ろ
だ
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
酒
の

神
と
石
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
『
唐
書
・
一
九
六
王
績
伝
』
に
「
東
南
に
あ

っ
た
一
盤
石
上
に
、
肥
車
（
中
国
の
酒
造
り
の
先
祖
と
さ
れ
て
い
る
）
の
祠

（
ほ
こ
ら
）
を
立
て
、
焦
革
を
配
祠
し
て
祭
っ
た
」
と
中
国
古
代
の
酒
神
を

祭
る
行
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
『
詩
経
』
の
中
に
も
、
国
を
作
っ

た
偉
い
人
物
を
修
飾
す
る
場
合
に
「
石
」
を
持
ち
い
っ
た
例
が
あ
る
。
例
え

ば
「
節
た
る
彼
の
南
山
、
維
れ
石
巌
々
、
赫
々
た
る
師
サ
、
民
具
爾
を
盗
る
」

（「

ｬ
山
・
南
山
」
）
。
即
ち
、
確
固
と
し
て
不
変
不
動
た
る
石
を
以
て
、
国
を

造
っ
た
人
の
威
厳
と
不
老
不
死
を
形
容
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

中
国
と
日
本
は
同
じ
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
母
御
神
に
つ
い
て
は
、

『
古
事
記
・
神
代
記
』
に
「
神
話
巣
山
神
之
御
子
」
と
記
さ
れ
、
『
日
本
書

紀
』
に
「
夫
の
大
匠
貴
命
と
、
少
深
名
命
と
、
力
を
数
せ
心
を
一
に
し
て
天

下
を
経
営
る
。
復
顯
見
蒼
生
及
び
畜
産
の
為
は
、
其
の
病
を
療
む
る
方
を
定

む
。
又
、
鳥
獣
・
昆
轟
の
災
異
を
嬢
は
む
為
は
、
其
の
禁
厭
の
法
を
定
む
。

是
を
以
て
、
百
姓
、
今
に
至
る
ま
で
威
恩
頼
を
蒙
れ
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
釈
日
本
紀
に
も
「
私
記
日
。
少
彦
の
神
は
菊
酒
を
造
る
神
な
り
。
今
其

の
遺
跡
有
り
」
と
、
少
名
御
神
の
実
在
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
服
部
旦
氏

は
「
少
揚
名
命
が
常
世
国
の
酒
造
神
と
し
て
観
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
神
が

穀
霊
神
や
創
造
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
為
ば
か
り
で
な
く
、
酒
の
与
え
る

快
楽
を
、
楽
土
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
常
世
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
、

そ
の
不
思
議
な
力
を
も
た
ら
す
根
源
を
こ
の
神
に
求
め
た
こ
と
に
も
起
因
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
一
方
、
和
歌
森
太

郎
氏
は
「
酒
が
、
本
来
お
神
酒
か
ら
始
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
で
は
常

識
で
あ
る
。
超
人
的
威
力
を
具
え
た
も
の
を
、
い
っ
さ
い
神
と
称
し
て
き
て
、

古
代
の
人
々
は
こ
れ
を
恐
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
克
服
に
努
め
た
。
恐
ろ
し

い
神
を
も
鎮
め
き
っ
て
、
人
間
の
側
に
ひ
き
よ
せ
、
親
し
く
交
わ
り
さ
え
も

て
る
よ
う
に
す
る
な
ら
ば
、
人
生
は
幸
福
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
荒
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

る
神
に
酒
を
供
え
ま
つ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前

者
は
主
に
酒
造
神
と
し
て
の
右
脚
抗
命
の
持
つ
性
格
を
分
析
し
、
後
者
は
主

に
酒
の
神
的
効
能
作
用
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
中
国
古
代
の
酒
の
文
化
に
そ
の
類
似
点
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

ず
酒
造
神
に
つ
い
て
は
、
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
中
国
の
場
合
は
「
儀
狭
」
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と
い
う
伝
説
上
の
人
物
を
設
定
し
、
ま
た
天
か
ら
賜
っ
た
も
の
と
考
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

た
の
で
あ
る
。
『
尚
書
』
に
「
祀
に
の
み
馨
れ
酒
有
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ

つ
ま
り
、
天
が
民
に
命
じ
て
酒
を
作
ら
せ
た
の
は
、
「
神
」
を
祀
る
た
め
だ

と
い
う
の
で
あ
る
。
神
話
伝
説
『
暴
富
経
・
西
北
荒
経
』
に
「
西
北
海
外
に

　
　
　
　
た
け

人
有
り
、
長
は
二
千
里
、
両
脚
の
中
間
は
相
去
る
こ
と
千
里
、
腹
囲
は
一
千

六
百
里
。
但
だ
日
に
天
酒
五
斗
を
飲
み
、
五
穀
魚
肉
を
食
ら
わ
ず
、
天
酒
を

飲
む
の
み
な
り
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
天
骨
」
は
前
に
も
触
れ
た

よ
う
に
、
古
代
に
お
い
て
は
「
甘
露
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
『
太
平
御
覧
・
巻

一
二
』
で
は
「
甘
露
は
、
美
露
な
り
。
神
霊
の
精
、
仁
瑞
の
澤
な
り
。
其
れ

凝
る
こ
と
脂
の
如
き
、
其
れ
甘
た
る
こ
と
飴
の
如
し
。
一
に
名
は
膏
露
、
一

に
名
は
天
酒
と
い
う
」
と
解
釈
し
、
『
漢
書
・
食
貨
志
下
』
に
「
智
者
天
之

美
禄
、
帝
王
所
以
三
願
養
二
天
下
一
」
と
た
た
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
発
想
を

受
け
継
い
で
、
宋
の
三
保
は
「
読
朱
百
中
北
山
酒
経
」
と
い
う
詩
の
中
で

　
　
　
　
　
　
か
　
な

惟
れ
〔
天
〕
帝
哀
訴
し
み
て
下
民
を
憐
れ
み
、

為
に
膠
醒
を
作
り
て
其
の
真
を
発
せ
し
む
。

　
　
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
け

香
を
炊
ぎ
玉
を
醸
し
て
物
春
と
な
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ず

投
書
（
と
う
じ
ゅ
）
　
読
響
（
と
ま
い
）
し
て
　
こ
れ
に
神
を
甘
く
。

こ
の
美
禄
を
成
す
は
　
功
　
人
に
非
ず
、

よ
　
　
い
　
　
　
た
　
の

由
仁
て
安
在
し
み
　
味
は
甘
く
辛
し
。
（
以
下
省
略
）
（
『
北
山
酒
盛
』
よ
り
）

と
歌
っ
て
い
る
。
詩
の
中
の
「
天
帝
が
下
民
を
憐
れ
み
、
為
に
膠
醜
（
ろ
う

れ
い
）
を
作
り
て
其
の
真
を
発
せ
し
む
」
ま
た
「
美
禄
を
成
す
は
　
功
　
人

に
非
ず
」
と
い
う
発
想
は
、
『
古
事
記
』
の
「
酒
楽
の
歌
」
の
中
の
「
こ
の

御
酒
は
　
わ
が
御
酒
な
ら
ず
　
酒
の
司
　
常
世
に
坐
す
　
石
立
た
す
　
少
名

御
神
の
　
神
壽
き
　
無
き
狂
ほ
し
　
豊
壽
き
　
起
き
廻
し
　
献
り
来
し
　
御

酒
ぞ
」
と
い
う
発
想
と
酷
似
す
る
。
つ
ま
り
両
方
と
も
「
酒
造
り
」
の
持
つ

神
的
性
格
を
強
調
し
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ら
、
服
部
旦
氏
が
分
析
し
た
「
酒
の
与
え
る
快
楽
を
、
楽
土
と
し

て
の
性
格
を
持
つ
常
世
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
る
」
点
に
関
し
て
は
、

『
詩
経
』
に
「
十
月
穫
稲
、
為
此
春
酒
、
曲
筆
眉
寿
」
（
「
幽
風
・
七
月
」
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
レ

「
曾
孫
維
主
　
酒
十
七
蠕
　
酌
以
二
大
斗
一
揖
祈
二
丁
者
」
（
大
雅
，
国
忌
）
、

「
半
酔
以
レ
酒
、
既
当
主
レ
徳
、
君
子
万
年
、
単
巻
・
景
福
」
（
「
大
雅
、
既
酔
」
）

と
歌
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
和
歌
森
太
郎
氏
が
分
析
し
た
「
酒
を
以
て
神
を
鎮

め
、
神
を
祭
る
」
点
に
関
し
て
も
、
『
中
国
の
酒
醤
』
に
「
酒
の
、
世
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
つ

け
る
は
大
で
あ
る
。
天
地
を
礼
し
、
鬼
神
を
事
り
、
射
郷
の
飲
、
鹿
鳴
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
つ
し

で
は
、
賓
主
百
拝
し
、
左
右
秩
秩
む
。
」
と
記
さ
れ
、
そ
の
発
想
が
大
体
同

じ
で
あ
る
。

　
「
酒
楽
の
歌
」
に
関
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
の
神
功
紀
十
三
年
の
条
に
「
太

子
至
自
爆
鹿
。
是
日
、
皇
太
后
宴
太
子
於
大
殿
。
皇
太
后
挙
膓
以
寿
干
太
子
。

因
以
歌
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
文
中
の
「
挙
膓
以
寿
」
と
い
う
表
現

は
『
後
漢
書
・
上
帝
記
』
、
『
史
記
・
滑
稽
伝
・
淳
三
曲
九
伝
』
な
ど
に
出
て
く

る
「
奉
レ
膓
上
レ
寿
」
及
び
『
漢
書
．
疏
廣
傳
』
の
「
及
置
二
酒
宴
一
、
奉
レ
膓
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上
レ
寿
」
に
そ
の
出
典
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
述
は

「
酒
楽
の
歌
」
が
宴
の
時
に
酒
を
勧
め
て
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
に
歌
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
を
語
っ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
の
後
に
編
集
さ

れ
た
日
本
の
漢
詩
集
『
昔
風
藻
』
に
「
宜
献
一
一
南
山
壽
」
千
秋
衛
二
言
辰
一
」

（
正
五
位
一
翼
江
守
采
女
朝
臣
比
良
夫
「
春
日
部
宴
」
）
、
「
文
酒
啓
水
撃
　
　
墨
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
一

無
限
壽
」
（
従
四
位
下
播
磨
守
大
石
王
「
瓦
石
」
）
な
ど
の
詩
句
が
見
え
る
。
そ
し

て
『
万
葉
集
』
の
「
焼
刀
之
　
加
度
打
放
　
大
夫
之
　
追
駆
御
酒
ホ
　
吾
酔

ホ
家
里
」
（
や
き
た
ち
の
　
か
ど
う
ち
は
な
ち
　
ま
す
ら
を
の
　
ほ
く
と
よ

み
き
に
　
わ
れ
ゑ
ひ
に
け
り
）
（
巻
六
・
九
八
九
）
に
も
「
祷
豊
御
酒
」
と
い

う
表
現
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
古
代
お
い
て
酒
を
奉
っ
て
長
寿
を

祈
る
の
は
一
つ
の
儀
式
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
習
慣
は

中
国
の
古
代
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
も
と
を
辿
れ
ば
、
中
国
の
最
初

の
詩
集
『
詩
経
』
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
爾
酒
熱
型
　
爾
殺
既
馨
　
公

　
燕
飲
　
福
禄
即
成
。
」
（
「
大
雅
・
見
驚
」
）
、
「
清
酒
既
載
　
辟
牡
既
備
　
以
享

廟
祀
　
以
介
二
黒
福
一
」
（
「
大
雅
．
早
起
」
）
、
「
既
酔
以
レ
酒
　
既
飽
以
レ
徳
　
君

子
万
年
　
七
二
爾
景
福
一
」
（
「
大
雅
．
既
酔
」
）
。
こ
れ
ら
の
詩
句
は
い
ず
れ
も
酒

を
飲
ん
で
長
寿
と
福
禄
を
祈
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
『
詩
経
』
の
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
『
樂
府
詩
集
』
の
中
に
「
上
寿
離
歌
」
、
「
応
身
酒
歌
」
、
「
三
塁

酒
」
な
ど
の
部
類
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
、
中
国
古
代
の
飲
酒
歌
は
、
そ
の

発
想
と
内
容
及
び
表
現
に
お
い
て
は
、
日
本
の
「
平
楽
の
歌
」
そ
れ
と
類
似

点
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
飲
酒
と
宗
教
儀
式
と
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。

　
『
古
事
記
』
の
「
酒
室
の
歌
」
は
饗
宴
の
場
に
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

服
部
旦
氏
は
「
酒
楽
の
歌
」
の
対
立
的
な
構
造
を
分
析
す
る
と
き
に
「
対
立

的
構
造
を
持
つ
の
は
、
そ
う
し
た
酒
を
醸
造
し
た
側
に
あ
る
者
が
、
そ
の
酒

を
勧
め
る
に
あ
た
っ
て
神
の
力
の
方
を
強
調
し
た
の
に
対
し
、
一
方
、
そ
の

饗
応
を
受
け
る
方
で
は
、
酒
造
者
の
努
力
の
方
を
称
讃
す
る
意
味
で
人
間
の

力
の
ほ
う
を
強
調
し
て
表
現
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
私
は
こ
の
二
首
の
歌
の
構
造
は
対
立
す
る
と
い
う
よ
り
、

強
調
の
側
面
が
違
う
と
い
う
よ
う
に
考
え
る
。
つ
ま
り
、
一
方
で
は
酒
を
献

ず
る
時
に
、
儀
式
と
し
て
一
番
先
に
酒
を
作
っ
た
人
（
伝
説
上
の
人
）
を
賛

美
す
る
、
他
方
で
は
酒
を
受
け
る
側
が
酒
を
実
際
に
作
っ
た
人
の
喜
び
、
ま

た
は
酒
を
作
る
場
面
を
強
調
し
て
歌
う
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
倉
林
正

次
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
酒
を
替
る
場
合
に
呪
術
的
歌
舞
が
行
わ
れ

る
の
は
、
酒
を
醸
す
場
合
と
同
様
、
酒
を
受
け
る
者
に
そ
の
威
力
や
効
果
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

高
め
ら
れ
、
確
か
な
も
の
と
し
て
表
さ
れ
る
た
め
で
あ
っ
た
」
。
実
は
こ
の

よ
う
な
儀
式
は
中
国
の
古
代
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
唐
の
柳
宗
元
が
作
っ

た
「
飲
酒
詩
」
が
こ
の
昔
の
儀
式
を
記
し
て
い
る
。
「
今
夕
愉
楽
少
な
く
、

　
　
　
　
　
せ
い
そ
ん

坐
を
起
ち
て
清
尊
（
樽
）
を
開
く
。
膓
を
挙
げ
て
醇
酒
に
ま
つ
り
、
わ
が
為

　
ゆ
う
は
ん
　
　
は
ら

に
憂
煩
を
駆
う
」
。
「
先
酒
」
は
、
即
ち
初
め
て
酒
を
作
っ
た
人
の
こ
と
で
あ

る
。
初
め
て
酒
を
作
っ
た
人
を
祭
っ
て
、
そ
の
威
力
を
借
り
て
災
い
と
悩
み

を
拭
き
払
う
。
こ
の
発
想
は
『
古
事
記
』
の
酒
楽
の
歌
の
そ
れ
と
同
じ
で
す
。
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そ
れ
か
ら
、
中
国
の
古
代
に
「
祭
酒
」
と
い
う
儀
式
が
あ
る
。
饗
宴
の
と

き
に
ま
ず
徳
の
高
い
人
を
推
薦
し
、
杯
に
盛
る
酒
を
地
に
撒
き
散
ら
し
、
以

て
神
を
祭
る
。
そ
し
て
漢
の
時
代
に
「
唐
戸
」
と
い
う
酒
の
祭
り
が
あ
る
。

つ
ま
り
酒
を
醸
し
出
し
て
か
ら
、
皇
帝
に
よ
っ
て
宗
廟
に
奉
る
。
『
漢
書
・

　
　
　
　
　
　
ご
う
び
ょ
う
　
　
ち
ゅ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

景
帝
紀
』
に
「
高
廟
の
酎
、
《
武
徳
》
、
《
文
始
》
、
《
五
行
》
の
舞
を
奏
で

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
祭
り
の
と
き
に
一
番
よ
い
酒
を
最
上
位
に

　
　
　
じ
ょ
う
そ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ら
い

置
き
、
「
上
尊
」
と
呼
ば
れ
る
。
『
早
撃
・
酒
正
』
に
よ
る
と
、
中
国
の
古

代
に
は
祭
り
用
の
酒
を
「
量
質
」
、
「
昔
酒
」
、
「
清
酒
」
と
い
う
三
種
に
別
れ
、

こ
れ
が
普
通
「
三
塁
」
と
呼
ば
れ
る
。
『
礼
記
・
曲
礼
下
』
に
「
凡
そ
宗
廟

を
祭
る
礼
…
…
酒
を
清
酌
と
日
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

日
本
の
古
代
の
祭
り
用
の
酒
に
は
「
白
酒
」
と
「
黒
酒
」
と
い
う
二
種
が
あ

る
。
『
万
葉
集
』
で
は
「
天
地
と
久
し
き
ま
で
に
万
代
に
仕
へ
奉
ら
む
黒
酒

白
酒
を
」
（
巻
＋
九
・
四
二
七
五
）
と
歌
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
祭
祀
の
儀
式
に
伴
っ
て
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
饗
宴
が
開

か
れ
る
。
そ
の
饗
宴
の
場
に
、
中
国
は
天
子
（
皇
帝
）
、
日
本
は
天
皇
、
つ

ま
り
国
の
主
が
主
人
役
と
な
っ
て
、
大
臣
、
公
卿
等
を
客
と
し
て
、
酒
盛
り

を
す
る
の
で
あ
る
。
日
本
の
古
代
で
は
こ
れ
を
「
大
御
饗
」
と
い
い
、
中
国

の
古
代
で
は
こ
れ
を
「
大
饗
」
と
い
う
。
中
国
の
古
籍
『
礼
記
・
曲
礼
下
』

　
　
た
い
き
ょ
う
　
　
ぼ
く
　
　
と

に
「
大
饗
は
ト
に
問
は
ず
」
と
あ
り
、
『
大
難
礼
記
・
本
命
』
に
「
饗
飲
酒

　
　
　
　
な

は
鋸
草
と
為
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、
饗
飲
の
礼
儀
作
法
と
し

て
は
、
中
国
の
場
合
に
「
九
献
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
即
ち
主
人
側
か
ら
九

回
に
わ
た
っ
て
客
に
酒
を
注
ぐ
と
い
う
作
法
で
あ
る
。
そ
の
順
序
と
し
て
は
、

ま
ず
主
人
か
ら
杯
に
酒
を
注
い
で
客
に
勧
め
る
。
こ
れ
を
コ
献
」
と
い
う
。

つ
づ
い
て
客
か
ら
そ
の
お
礼
と
し
て
主
人
に
酒
を
注
い
で
差
し
上
げ
る
。
こ

れ
を
「
酢
」
と
い
う
。
主
人
か
ら
再
び
酒
を
勧
め
る
場
合
は
「
酬
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
や
り
と
り
は
九
回
す
る
の
で
、
「
九
献
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ

る
。
日
本
の
「
三
献
」
「
五
献
」
の
作
法
は
こ
れ
と
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
酒
盃
を
ま
わ
し
な
が
ら
盛
り
上
が
る
饗
宴
の
場
に
、
寿
を
祝
い
、

国
運
の
隆
盛
を
祝
う
歌
と
舞
い
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
詩
経
』
の
小
馬

「
魚
群
初
莚
」
、
「
魚
藻
」
、
大
雅
「
既
酔
」
、
「
晃
驚
」
、
『
樂
府
詩
集
』
の
「
三

挙
酒
」
、
「
飲
福
直
上
」
、
「
上
寿
酒
歌
」
な
ど
が
み
な
饗
宴
の
時
に
歌
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
の
「
酒
楽
の
歌
」
も
、
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の

よ
う
な
祭
祀
饗
宴
の
場
に
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
発
想
は
以

上
考
察
し
た
よ
う
に
中
国
の
古
代
の
「
飲
酒
上
寿
」
な
ど
の
歌
と
同
類
の
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。

六
　
結
び

　
以
上
に
考
察
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
う
と
、
即
ち
『
古
事
記
』
の
「
酒

楽
の
歌
」
は
、
そ
の
発
想
と
内
容
に
お
い
て
韓
国
、
中
国
の
そ
れ
と
共
通
す

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
底
流
を
成
し
て
い
る
文
化
の
諸
様
相
は
三
国
の
間

に
そ
の
類
似
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
類
似
は
ほ
か
で
も
な
く
東
ア
ジ
ア
文
化
の

連
帯
性
と
相
互
影
響
の
関
係
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

う
。
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